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大
相
撲
夏
場
所
も
本
日
千
秋
樂
、
横
綱
白
鵬
が
十
囘
目
の
全
勝
に
て
通
算
二
十
五
囘
目
の
優
勝

を
果
す
。
輝
か
し
き
優
勝
の
實
績
は
更
な
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
の
白
鵬
關
の
應
答
實
に
見
事

に
し
て
、
特
に
日
本
語
の
發
音
な
ら
び
に
語
彙
の
選
擇
申
し
分
な
し
。
久
し
ぶ
り
の
東
京
場
所
に

て
の
快
擧
を
「
江
戸
に
て
優
勝
嬉
し
」
な
ど
日
ご
ろ
の
勉
強
偲
ば
れ
、
さ
す
が
大
横
綱
の
風
格
を

窺
は
せ
り
。
。 

近
時
日
本
語
の
淵
源
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
語
の
裡
に
あ
り
と
の
説
有
力
に
し
て
、
白
鵬
關
の
母
國
語

モ
ン
ゴ
ル
語
も
同
じ
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
語
族
な
れ
ば
、
日
本
語
習
得
容
易
な
る
べ
け
れ
ど
も
、

モ
ン
ゴ
ル
以
外
を
含
め
、
全
體
的
に
外
國
出
身
力
士
の
日
本
語
、
特
に
發
音
の
正
確
さ
は
夙
に
認

め
ら
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
角
界
に
て
は
傳
統
的
の
弟
子
教
育
を
外
國
出
身
の
力
士
に
も
殆
ど

そ
の
儘
施
す
一
環
と
し
て
、
日
本
語
も
日
本
人
に
教
ふ
る
が
如
く
に
教
ふ
る
が
故
に
、
自
づ
か
ら

日
本
語
式
發
音
、
抑
揚
を
習
得
す
と
思
は
る
。 

一
方
、
日
本
在
住
の
西
歐
出
身
者
に
し
て
日
本
語
に
堪
能
の
人
多
け
れ
ど
も
、
そ
の
發
音
に
は

兔
角
西
歐
語
的
抑
揚
を
聽
く
こ
と
屡
々
な
り
。
無
論
日
本
人
語
學
教
師
が
か
か
る
抑
揚
を
教
ふ
る

の
筈
な
し
。
文
語
の
苑
發
起
人
に
し
て
タ
イ
在
住
の
大
口
道
雄
先
生
、
嘗
て
「
タ
イ
通
信
」
に
、

彼
の
地
に
於
け
る
日
本
語
教
育
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
に
て
行
は
る
ゝ
實
情
に
對
し
、
自
ら
教
壇
に
立

ち
て
、
初
歩
よ
り
漢
字
か
な
交
り
表
記
に
て
指
導
の
御
經
驗
を
載
す
。 

是
を
考
ふ
る
に
、
國
内
に
於
て
も
外
國
人
向
け
日
本
語
教
育
も
ロ
ー
マ
字
に
て
行
な
は
る
ゝ
例

多
か
め
り
。
ロ
ー
マ
字
は
英
語
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
同
じ
け
れ
ば
、
謂
は
ば
世
界
共
通
の
文
字

と
て
、
日
本
語
を
學
ぶ
に
至
便
と
思
は
る
ゝ
も
、
そ
の
文
字
列
を
見
る
に
思
は
ず
「
英
語
式
」
に

發
音
し
勝
ち
と
な
り
、
か
く
て
西
歐
語
的
抑
揚
發
生
す
る
に
至
る
ら
む
。 

元
來
、
我
ら
日
本
人
が
英
語
を
學
ぶ
に
片
假
名
を
以
て
せ
ば
、
そ
の
發
音
必
ず
日
本
式
と
な
り

果
て
、
特
に
國
語
に
於
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
發
音
、
特
に
抑
揚
に
於
て
大
い
に
原
語
に
異
る
こ
と

よ
り
し
て
、
ロ
ー
マ
字
使
用
の
日
本
語
學
習
に
よ
る
發
音
の
變
移
自
明
な
り
。
ド
イ
ツ
に
て
は
、

外
國
人
に
ド
イ
ツ
語
を
教
ふ
る
に
一
切
ド
イ
ツ
語
以
外
を
使
用
せ
ず
と
も
聞
け
り
。 

愈
々
小
學
校
に
於
け
る
英
語
必
修
の
開
始
を
迎
ふ
る
に
至
る
。
何
事
も
幼
少
の
頃
よ
り
始
む
る

は
晩
學
に
勝
る
と
い
ふ
も
、
限
り
あ
る
少
年
勉
學
の
時
間
に
於
け
る
優
先
順
位
と
し
て
英
語
學
習

果
し
て
最
上
位
を
占
む
る
や
疑
問
あ
り
と
雖
も
、
實
施
す
る
上
は
正
規
の
初
歩
教
育
た
る
べ
く
、

特
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
活
用
亦
不
可
缺
な
り
。
願
は
く
ば
彼
の
地
の
有
爲
の
青
年
多
數
來
日
し
て
、

小
學
生
に
英
語
發
音
の
基
礎
を
授
け
、
延
い
て
將
來
の
國
際
的
連
帶
を
築
か
む
こ
と
を
。 

そ
の
一
方
に
て
文
語
を
含
む
正
統
の
日
本
語
の
教
育
に
力
を
入
れ
、
將
來
外
國
人
に
日
本
語
の

神
髓
を
教
授
し
得
る
人
材
の
育
成
も
亦
急
務
に
し
て
、
之
無
く
し
て
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
に
て

日
本
文
化
、
就
中
日
本
語
の
獨
立
を
全
う
す
る
の
途
は
困
難
を
極
は
む
べ
し
。
努 ゆ

め

、
國
語
の
授
業

時
間
數
を
割
き
て
英
語
の
時
間
に
當
つ
る
こ
と
勿
れ
。 


